
部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、
部品供給型式を必ずご連絡下さい。

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。

バキュームカー

取　扱　説　明　書

製品コード K31295 K31296 K31297
型 式 TVC11042-4 TVC11042 TVC11042-6
製品コード K31298 K31299 K31300
型 式 TVC13042DX-4 TVC13042DX TVC13042DX-6

ユアツマンホールアタッチメント
(TVC11042シリーズ オプション)

製品コード

型　　式
K31245
AYM8800



 ■仕様表

型　式
タンク容量

ℓ

機体寸法 mm 重量
kg

足回り 標準
ホースサイズ

ヒッチ
ヒッチ点荷重（参考値）kg

全長 全幅 全高 トレッド mm タイヤサイズ 空荷 満載

TVC11042-4

11000 7050 2850 3150 3750 2300 

550/60-22.5-
12PR

4 インチ

標準ヒッチ

460 1500TVC11042 5 インチ

TVC11042-6 6 インチ

TVC13042DX-4

13000 8050 2950 3250 4550 2400 

4 インチ

460 1500TVC13042DX 5 インチ

TVC13042DX-6 6 インチ

 ※ 農耕トラクタとのマッチングに限り、公道走行に対応しています。
 ※ 本製品は全幅 2.5m を超えているため、使用者自身で個別に下記対応を行う必要があります。
　　・道路管理者から特殊車両通行許可を受ける。
　　　また、農耕トラクタとの連結全長が 12m を超える場合においても、道路管理者から特殊車両通行許可を受ける必要があります。
 ※ ヒッチ点荷重は、作業姿勢により変化します。

 ■ 小型特殊自動車としての取り扱い

 公道走行規制緩和に伴い、農耕作業用トレーラは道路運送車両法上の小型・大型特殊自動車に分類さ

れます。当該作業機は、小型特殊自動車に分類され、小型特殊自動車は“公道走行の有無にかかわらず”

軽自動車税を納付し、課税標識（ナンバープレート）の交付を受け、市町村条例に従い取り付けるな

どの対応が必要となります。

 手続きや取り付け位置などの詳細は、最寄りの販売店や市町村役所にご相談ください。

 また、規制緩和に関する詳細は、日農工の農耕作業用トレーラのガイドブックをご参照ください。

 ※ 農耕作業用トレーラとは

 農耕トラクタのみによりけん引され、農地における肥料・薬剤等散布、耕うん、収穫等の農耕作業や農

業機械等の運搬作業を行うために必要な構造を有する被けん引自動車が対象となります。

課税標識取付け用の穴

 本機は、機体後面に課税標識取付け用の穴を準備しています。



 ■ 運転免許について

 トラクタで、農耕作業用トレーラをけん引し公道を走行する場合は、以下の運転免許を取得している必

要があります。

制限 農耕トラクタの寸法が全長４．７ｍ以下、全幅１.７ｍ以

下、全高２.０ｍ以下（安全キャブや安全フレームの高

さ２.８ｍ以下）、かつ最高速度１５ｋｍ /ｈ以下の場合

左記の寸法又は運行速度１５ｋｍ / ｈをひ

とつでも上回る場合

必要な運転免許証 小型特殊免許（普通免許等、原付免許以外） ・大型特殊免許（農耕用に限る、も含む）

・けん引免許（農耕用に限る、も含む）

（※車両総重量７５０ｋｇを超える農耕作

業用トレーラをけん引する場合）

 ■ 車台番号について

 当該作業機には、製造番号と並列して機械の同一性を管理する車台番号が打刻されています。車台番

号は、納税の際に必要となる場合があります。打刻位置と打刻形式は以下を参照ください。

型式 車台番号

TVC11042-4

UVC11042-※※※※※※TVC11042

TVC11042-6

TVC13042DX-4

UVC13042DX-※※※※※※TVC13042DX

TVC13042DX-6

車台番号

 次ページより、型式はハイフン”－”以降を除いた表記とします。

 例） ＴＶＣ１１０４２－４  ⇒　ＴＶＣ１１０４２

  ＴＶＣ１３０４２ＤＸ－６ ⇒　ＴＶＣ１３０４２ＤＸ
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 安全に作業するために

安全に関する警告について

印付きの警告マークは安全上、特に重要な項目を示しています。
警告を守り、安全な作業を行ってください。

 危 険 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことに
なるものを示します。

 警 告 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性
があるものを示します。

 注 意 その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるもの
を示します。

警告ラベルの貼り付け位置

部品番号　1061641000

部品番号　1064600000

部品番号　1511830000

部品番号　1511380000

MFG. NO.
号番造製

MODEL
型 式

式型
給供品部

部品注文の際、部品供給型式を連絡ください。

－ ラベルが損傷したときは －
警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。

ラベルが損傷したときは、すみやかに貼り替えてください。

注文の際には、この図に示す　部品番号　をお知らせください。
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安全操作上の注意点

ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じるおそれがあります。

作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用く

ださい。

作　業　前　に

取扱説明書は製品に近接して保存を

	注意
●	機械の取り扱いで分からない事があったと

き、取扱説明書を製品に近接して保存してい

ないため、自分の判断だけで対処すると思わ

ぬ事故を起こし、ケガをする事があります。

	 取扱説明書は、分からない事があったときに

すぐに取り出せるよう、製品に近接して保存

してください。

取扱説明書をよく読んで作業を

	注意
●	取扱説明書に記載されている安全上の注意

事項や取扱要領の不十分な理解のまま作業

すると、思わぬ事故を起こす事があります。

	 作業を始めるときは、製品に貼付している警

告ラベル、取扱説明書に記載されている安全

上の注意事項、取扱要領を十分に理解して

から行ってください。

こんなときは運転しないでください

	警告
●	体調が悪いとき、機械操作に不慣れな場合な

どに運転すると、思わぬ事故を起こす事があ

ります。

	 次の場合は、運転しないでください。

□	過労、病気、薬物の影響、その他の理由

により作業に集中できないとき。

□	酒を飲んだとき。

□	機械操作が未熟な人。

□	妊娠しているとき。

服装は作業に適していますか

	警告
●	作業に適さない服装で機械を操作すると、衣

服の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷

害をまねく事があります。

	 次に示す服装で作業してください。

□	袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。

□	ズボンや上着は、だぶつきのないものを着

用する。

□	ヘルメットを着用する。

□	はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどは

しない。

機械を他人に貸すときは

	警告
●	機械を他人に貸すとき、取扱説明書に記載さ

れている安全上の注意事項や取扱要領が分か

らないため、思わぬ事故を起こす事があります。

	 取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して

使用前にはよく読むように指導してください。

機械の改造禁止

	注意
●	機械の改造や、当社指定以外のアタッチメン

ト・部品などを取り付けて運転すると、機械

の破損や傷害事故をまねく事があります。

	 また、道路を走行するための基準に不適合と

なり、公道を走行することができなくなるこ

とがあります。

	 機械の改造はしないでください。

	 アタッチメントは当社指定製品を使用してく

ださい。部品交換するときは、当社が指定す

るものを使用してください。

始業点検の励行

	警告
●	機械を使用するときは、取扱説明書に基づき

始業点検を行い、異常箇所は必ず整備を行っ

てください。

	 　守らないと、機械の破損を引き起こすだけで

なく、機械に巻き込まれる等の思わぬ事故によ

り、死亡または重傷を負う危険性があります。

エンジン始動・発進するときは

	警告
●	エンジンを始動するとき、トラクタの横やス

テップに立ったまま行うと、緊急事態への対

処ができず、運転者はもちろん周囲にいる人

がケガをする事があります。

	 運転席に座り、周囲の安全を確認してから

行ってください。
●	エンジンを始動するとき、主変速レバーを

「Ｎ」(中立 )にして行わないと、変速機が接

続状態になっているため、トラクタが暴走し

思わぬ事故を起こす事があります。

	 主変速レバーを「Ｎ」(中立 )にして行って

ください。
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●	急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ

り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻

き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。

	 周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してく

ださい。
●	室内で始動するとき、排気ガスにより中毒に

なる事があります。

	 窓、戸などを開け、十分に換気してください。
●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。

作業機を着脱するときは

	警告
●	作業機を連結するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。トラクタ

と作業機の間に人を近づけないでください。
●	作業機をトラクタから切り離すときは、必ず

平坦な場所で行い、スタンドを接地させ、輪

止めを使用してください。

	 　守らないと、作業機が不意に動き出し、挟ま

れて死亡または重傷を負う危険性があります。
●	作業機をトラクタに連結するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。

	注意
●	連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽

くなり、操縦が不安定となって、思わぬ事故

をまねく事があります。

	トラクタへフロントウエイトを取り付け、バ

ランスを取ってください。

パワージョイントを使用するときは

	危険
●	カバーのないパワージョイントを使用する

と、巻き込まれてケガをする事があります。

	 カバーのないパワージョイントは、使用しな

いでください。
●	カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損傷したらすぐに取り替えてください。

	 使用前には、損傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、第三

者の不注意により、不意にパワージョイント

が回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

行ってください。

●	カバーのチェーンを取り付けないで使用する

と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな

い所に連結してください。

	注意
●	最伸時の重なりが１００㎜を下回ると、ジョ

イントを回転させたとき、破損しケガをする

事があります。

	 最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、

ジョイントの突き上げが起きる事があり、ジョ

イントの破損をまねき、ケガをする事があり

ます。

	 適正な重なり量で使用してください。
●	パワージョイントを接続したとき、クランプ

ピンが軸の溝に納まっていないと、使用中に

外れ、ケガをする事があります。

	 溝に納まっているか、接続部を押し引きして

確かめてください。

本機をトラクタにマッチングして公道走行するとき

は下記の法令を順守してください。

道路交通法、道路車両運送法、道路法。

その他詳細は一般社団法人日本農業機械工業会発

行の公道走行ガイドブックをご確認ください。

	 ※一般社団法人日本農業機械工業会

	 　http://www.jfmma.or.jp/koudo.html

公道走行するときは

	危険
●	公道走行するときは公道走行関連法令を守

り、周囲の安全確認を必ず行ってください。

	 また、トラクタおよび作業機の周囲に人を近

づけさせないでください。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み、死亡また

は重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときはＰＴＯを入れないでくだ

さい。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み、死亡また

は重傷を負わせることになります。



- 4 -

● 公道走行するときは運行速度15㎞／ h以下

で走行してください。

　守らないと、法令違反となります。また、

思わぬ事故により、死亡または重傷を負うこ

とになります。

	警告
● 公道走行するときは作業機がトラクタにしっ

かりと装着されていることを確認してくださ

い。

　守らないと走行中に作業機が外れ、周囲の

人に当たり、死亡または重傷を負わせる危険

性があります。
● 公道走行時は、トラクタと作業機をセーフ

ティチェーンで連結してください。

　守らないと、不意に連結装置が分離したと

きに重大な事故となる危険性があります。
● 公道走行するときは、内容物が零れないよう

にしてください。また、工具、部品など農耕

作業に関係ないものを積載した状態で走行し

ないでください。

　守らないと走行中に積載物が落下し、死亡

または重傷を負わせる危険性があります。
● 公道走行する前に灯火器、反射器の点検・

清掃を行い、点灯・視認性を確認してくださ

い。

夜間走行時は作業機の尾灯を点灯させてくだ

さい。

　守らないと、後続車に追突されるなど思わ

ぬ事故に巻き込まれ、死亡または重傷を負う

危険性があります。
● 急ハンドルと急ブレーキ、急激なシフト・ダ

ウン等の操作により、トレーラ・スイング、

ジャック・ナイフ、プラウ・アウト、スネー

キングなどトレーラ特有の異常現象が発生す

る恐れがあります。

非常時以外は急操作を避け、安全運転を行っ

てください。
●	滑り易い濡れた路面や雪道などを走行してい

るとき、急激なエンジン・ブレーキではジャッ

ク・ナイフ現象を起こす恐れがあります。

急激なエンジン・ブレーキは避けてください。
● 滑りやすい路面でスリップすると、トレーラ・

スイング、ジャック・ナイフ、プラウ・アウト、

スネーキングなどトレーラ特有の異常現象が

発生する恐れがあります。

従って急制動、急ハンドル操作は避けてくだ

さい。
● 公道走行するときは、必ず移動形態にしてく

ださい。

　守らないと、法令違反となる場合があります。

また、思わぬ事故により、周囲の人に死亡ま

たは重傷を負わせる可能性があります。

●	トラクタと作業機はそれぞれ走行軌跡が異な

るため注意して走行してください。

　守らないと、周囲の人を巻き込むなど、死

亡または重傷を負わせる危険性があります。

	注意
●	作業機の重みによりトラクタの制動距離が延

びる可能性があります。

早めにブレーキをかけるようご注意ください。
● 公道走行する前に、作業機の付着物（糞尿・

土など）を清掃し、除去してください。

　守らないと、糞尿・土などが道路上に危険

な状態で放置され、法令違反となります。

また、飛散した付着物が周囲の人に危険を加

えるおそれがあります。
●	カバーなどの部品のロック・固定は確実に

行ってください。

　守らないと、走行中にカバーなどの部品が

脱落し、周囲の人に危害を加える恐れがあり

ます。
●	作業機単体で公道に駐車しないでください。

　守らないと、法令違反となります。

移動走行するときは

	危険
● 移動走行するとき、トラクタのブレーキペダ

ルが左右連結されていないと、片ブレーキに

なり、トラクタが左右に振られ横転などが起

こり、思わぬ事故をまねく事があります。

ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは

左右連結して使用してください。

警告
●	トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラ

クタから転落したり、運転操作の妨げになっ

て、緊急事態への対処ができず、同乗者はも

ちろん、周囲の人および運転者自身がケガを

する事があります。

トラクタには、運転者以外の人は乗せないで

ください。
● 急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落と

されたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ

事故を起こす事があります。

急制動・急旋回はしないでください。
●	坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎる

と、転倒あるいは転落事故を起こす事があり

ます。

低速走行してください。
● 旋回するとき、内輪差により周囲の人を作業

機に巻き込み、ケガをさせる事があります。

周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保っ

て行ってください。
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●	旋回するとき、作業機が旋回方向とは逆方向

にふくれるため注意して走行してください。

	 　守らないと、周囲の人を巻き込むなど死亡

または重傷を負わせる危険性があります。
●	側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路肩

を走行すると転落事故を起こす事があります。

	 路肩は走行しないでください。
●	高低差の大きい段差を乗り越えようとする

と、トラクタが転倒あるいは横転し、ケガを

する事があります。

	 あゆみ板を使用してください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 作業機の上には、人を乗せないでください。
●	突起物を折りたたまずに移動走行すると、障

害物などにぶつかりケガをする事があります。

	 折りたたんで、移動させてください。
●	移動走行するとき、後輪タイヤが直進状態に

固定されていないと、路面の凹凸等で作業機

が左右に振られ横転などが起こり、思わぬ事

故をまねく事があります。

	 ステアリング装置の油圧シリンダを伸ばし、

後輪タイヤを直進状態にして低速走行してく

ださい。
●	トラクタと作業機はそれぞれ走行軌跡が異な

るため注意して走行してください。

	 　守らないと、周囲の人を巻き込むなど死亡

または重傷を負わせる危険性があります。

	注意
●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

事があります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯを切ってください。

荷物を積載するときは

	注意
●	過積載をすると、旋回時に作業機が転倒する

おそれがあります。また、トラクタの操縦が

不安定となり、思わぬ事故を招くことになり

ます。

	 指定された積載量以上の積載はしないでくだ

さい。

作　業　中　は

作業するときは

	警告
●	タンクが加圧されているとき、ハッチを開け

ると急に開き、ケガをする事があります。

	 加圧されているときは、開けないでください。

	「吸入・排出」時以外は、ポンプのコックを吸・

排の中間位置にしてください。
●	タンクが加圧されているとき、ポンプのコッ

クを操作するとタンク上部の安全装置が働

き、連成計が“0”を表示していてもタンク

内に圧力が残り、ハッチを開けると急に開き

ケガをすることがあります。

	 吸入または排出バルブを開けタンク内の圧力

を取り除いてから、ハッチを開けてください。
●	作業をするとき、周囲に人を近づけると、機

械に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業機指定のＰＴＯ回転数を超えて作業する

と、機械の破損により、ケガをする事があり

ます。

	 指定回転数を守ってください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 作業機の上には、人を乗せないでください。
●	傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま

ねく事があります。

	 低速で作業してください。

	 下り作業をするとき、坂の途中で変速すると、

暴走する原因となります。

	 坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて

ください。
●	わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や

周囲の人への危険回避などができず、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転

してください。
●	手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、

事故を起こす事があります。

	 しっかりとハンドルを握って運転してくださ

い。
●	駐・停車は必ず平坦な場所で行い、輪止めを

使用してください。

	 　守らないと、作業機が不意に動き出し、挟ま

れて死亡または重傷を負う危険性があります。
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	注意
●	機械の調整や、付着物の除去などを行うとき、

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

トラクタから離れるときは

	警告
●	トラクタから離れるとき、傾斜地や凹凸地な

どに駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ

事故を起こす事があります。

	 平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエ

ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を

防いでください。

作業が終わったら

機体を清掃するときは

	警告
●	タンク内に入るときは、必ず十分に換気をし

てください。

	 　守らないと、酸欠により死亡、または重傷

を負う危険性があります。

	注意
●	動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。

	ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってください。

不調処置・点検・整備をするとき

	警告
●	タンク内に入るときは、必ず十分に換気をし

てください。

	 　守らないと、酸欠により死亡、または重傷

を負う危険性があります。
●	タンク上部の点検、整備時はヘルメットを着

用し、タンクに設置しているハシゴ、もしく

は脚立を使用してタンクに直接乗らないでく

ださい。

	 　守らないと、転落し、死亡または重傷を負

う危険性があります。
●	配線に損傷があると、発煙・発火につながる

おそれがあります。

	 損傷がある場合には作業を中止し、部品交換

を行ってください。

	注意
●	機械に異常が生じたとき、そのまま放置する

と、破損やケガをする事があります。

	 取扱説明書に基づき点検・整備を行ってくだ

さい。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷がある

と、飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急

な降下で、ケガをする事があります。

	 補修もしくは部品交換してください。

	 継手やホースを外すときは、油圧回路内の圧

力を無くしてから行ってください。
●	不調処置・点検・整備のために外したカバー

類を取り付けずに作業すると、回転部や可動

部に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 元通りに取り付けてください。
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１　トラクタへの装着

１　各部の名称とはたらき

ポンプ加圧安全弁

タンク加圧安全弁

真空安全弁

サイホンバルブ

タンク

フェンダー

サクションホース

スタンド

ポジションライト

灯火器コネクタ

パワージョイント

ヒッチカン

連成計

オープンハッチ

バルブ

カップリング

サンプノズル

レバー

ハンドル

フォークエンド

サンプザラ

スプラッシュガード

ホースウケ

セーフティチェーン

ワドメ

ハシゴ

ドロップオイラ

ポンプ

マンホール
開閉カプラ

ブレーキ用カプラ

バルブ開閉
カプラ

リヤランプ

油圧マンホール

ホーススタンド

タイヤレンチ
2.

17.

11.

19.

10.

12.

14.

13.

18.

16.
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9.

9.

7.

8.

18.

15.

5.

4.

3.

1.
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１.	ヒッチカン

	 トラクタに連結し、けん引します。

２.	スタンド

	 作業機をトラクタから外したときに使用します。

高さ調整はハンドルで行います。

３.	ポンプ

	 タンク内を加圧、減圧します。

４.	サクションホース

	 カップリングに接続し、水や糞尿のくみ上げに

使用します。

５.	サンプノズル

	 水や糞尿を散布する吐出口です。

６.	オープンハッチ

	 タンク後部のハッチ部分が開き、タンク内の点

検や清掃ができます。

７.	バルブ

	 水や糞尿をくみ上げ時に使用します。バルブレ

バーを上げるとバルブが開き、バルブレバーを

下げるとバルブは閉じます。

８.	ドロップオイラ

	 ポンプにオイルを供給する点滴装置です。

９.	加圧安全弁

	 水や糞尿の排出時、タンク内の圧力が過大にな

らないようにするための安全弁です。

	 ポンプとタンクの２ヶ所に設備しています。

10.	真空安全弁

	 水や糞尿の吸入時、タンク内の負圧が過大にな

らないようにするための安全弁です。

11.	連成計

	 タンク内の圧力を表示します。黒目盛は排出圧

力を、赤目盛は真空度を表示します。

12.	サイホンバルブ

	 タンクが満タン時、水や糞尿がポンプ内に流入

するのを防ぐ吸入自動停止装置です。同様の装

置をタンク上部にも設備しています。

13.	油圧マンホール（TVC11042のみオプション）

	 スラリーポンプ等を使用してタンク上部から糞

尿を注入する場合に使用します。フタの開閉は、

トラクタの複動外部油圧で行います。

14.	ブレーキ用カプラ

	 トラクタのトレーラブレーキ取り出し口に接続

して、ブレーキをかけます。

15.	スプラッシュガード

	 糞尿等の機体への跳ね返りを抑えます。

16.	パワージョイント

	 トラクタＰＴＯ軸に接続し、作業機本体へ動力

伝達するのに使用します。

17.	タイヤレンチ

	 ホイールナットの増し締めに使用します。

18.	リヤランプ、ポジションライト

	 トラクタと連動し、ランプが点灯します。

	 公道走行するために必要な部品です。

19.	セーフティチェーン

	 不意に連結装置（ドローバ）が分離したときに

おいても、トラクタと作業機の連結を保ちます。

	 公道走行するために必要な部品です。

２　適応トラクタの範囲

本製品は、適切なトラクタとの装着により的確に性

能を発揮できるように設計されています。

不適切なトラクタとの装着によっては本製品の耐久

性に著しく影響を及ぼしたり、トラクタの運転操作

に著しい悪影響を及ぼすことがあります。

この製品の適応トラクタは次のとおりです。

型　　　式 適応トラクタ 外部油圧

TVC11042 73.5 ～ 110 kW
(100 ～ 150 PS)

単動１系統

※１、２

TVC13042DX 81～ 125 kW
(110 ～ 170 PS)

単動１系統

複動２系統

※１

※１	その他、トレーラブレーキ取り出し口が必要と

なります。

※２	油圧マンホールアタッチ（オプション）を使用

する際は、さらに複動１系統が必要となります。

３　組立部品

１.	解梱

（１）	タンク内にはパワージョイント、連成計、サン

プノズル、ホーススタンド、サクションホース

が入っています。

（２）	タンク後方の左側面に取り付けのレバーで

ハッチを開け、取り出してください。

（３）	取り出し後はハッチを元通り確実にロックして

ください。（「5-2-1 オープンハッチ」参照）

２.	組立部品の明細

	 梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要

部品がそろっているか確認してください。
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３.組立

（１）	サイホンバルブ上部のキャップをはずし連成

計を取り付けてください。

（２）	ハッチのカップリングにサンプノズルを取り付

けてください。（工場出荷時はサンプノズルに

サンプザラ、スプラッシュガードが取り付いて

います。）

（３）	油圧マンホールを使用しない場合は、マンホー

ルキャップをワッシャ、ナイロンナットで固定

してください。

４.セーフティチェーンの取り付けとトラクタとの連結

（１）	シャックルを使用してセーフティチェーンをド

ローバに連結してください。

	 シャックルは、付属しているボルト・ナットで

固定し、最後にナットの抜け止め用のワリピン

を使用してください。

（２）	シャックルを使用してセーフティチェーンをト

ラクタに連結してください。

	 シャックルは、付属しているボルト・ナットで

固定し、最後にナットの抜け止め用のワリピン

を使用してください。

ボルト；Ｍ１６

ワリピン

ナット；Ｍ１６

ボルト；Ｍ１６

シャックル

シャックル

ナット；Ｍ１６

ワリピン

取扱い上の注意

●	セーフティチェーンをトラクタに連結すると

きは、トラクタと作業機をマッチングした状

態で旋回したときに、セーフティチェーンに

余分なたるみがないか、機械との接触はない

か確認してください。
●	セーフティチェーンが長く、走行や作業に支

障を来たす場合は、適当な位置でセーフティ

チェーンを切断してください。
●	トラクタ側の連結先に関しては、販売店にご

相談ください。

５.	ホーススタンドの設置

	 工場出荷時は折畳んだ状態でタンク内に入って

います。タンクから取り出し、作業場に設置し

てください。

＜設置方法＞

（１）	ピンを外してください。

（２）	４本足のうち、隣り合った足の２本を持ち広げ

てください。

（３）	ピンを取り付けてください。

（４）	作業場にスタンドを設置してください。

	 サクションホースを載せてみて、スタンドがぐ

らつく場合は足部の穴に杭等を打ち込んで固

定してください。

	 また、サクションホースが滑り落ちる場合

は、ホース受け部の穴にロープ等を用いてサ

クションホースとスタンドを結び付けてくださ

い。
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４　トラクタへの装着

１.	ドローバへの連結

 警 告

●	作業機を連結するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。
●	作業機をトラクタに連結するときは、必ず平

坦な場所で行い、スタンドを接地させ、輪止

めを使用してください。

	 　守らないと、作業機が不意に動き出し、挟ま

れて死亡または重傷を負う危険性があります。
●	作業機をトラクタに連結するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行なうと、トラク

タが不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事

があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行なってください。

 注 意

●	連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽

くなり、操縦が不安定となって、思わぬ事故

をまねく事があります。

	トラクタへフロントウエイトを取り付け、バ

ランスを取ってください。

（１）	作業機のスタンドハンドルを回し、トラクタ側

ドローバの連結点の高さに合わせてください。

	 本機は、ヒッチ高さの調整が可能です。

	 詳細は「5-2-5 タンク傾斜」を参照してくださ

い。

取扱い上の注意

	 スタンドの高さ調整範囲は４００㎜となって

います。

	 調整範囲を越えた使用は破損の原因となりま

す。

	 高さ調整範囲を守ってください。

（２）	トラクタのエンジンを始動し、静かに後退し、

ドローバにヒッチカンを入れてください。

（３）	ドローバおよびヒッチカンの連結点の穴を合

わせて、トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレー

キをかけてください。

（４）	トラクタ付属のヒッチピンを通し、リンチピン

などで抜け止めをしてください。

（５）	スタンドハンドルを回し、スタンドが地面から

離れるまで縮めてください。

（６)	リンチピンを外し、ピンを抜いてから、スタンド

を持ち上げて、スタンド格納時の位置となるよう

にピンを差し、リンチピンで抜け止めをしてくだ

さい。

（７)	「1-3-4　セーフティチェーンの取り付けとトラ

クタとの連結」を参照し、シャックルを使用して

セーフティチェーンをトラクタに連結してくだ

さい。

２.	トラクタ油圧取り出し口との接続

（１）	本作業機のサンプバルブの開閉は単動油圧仕

様となっています。

	 トラクタの油圧取り出し口に本作業機の油圧カ

プラ（１／２オス）を接続し、ストップバルブ

を開けてください。

（２）	本作業機のブレーキは油圧仕様となっていま

す。ブレーキ用カプラをトラクタのトレーラブ

レーキ取り出し口に接続してください。

取扱い上の注意

	 本作業機のブレーキはトレーラブレーキ専用

です。

	トラクタにトレーラブレーキ取り出し口が装

備されていなければ使用できません。

（３）	本作業機のステアリング装置（TVC13042DX の

み）は複動油圧仕様となっています。

	 トラクタの複動油圧取り出し口に、本作業機の

油圧カプラ（１／２オス）を接続してください。



- 13 -

３.	�ユアツマンホールアタッチメントとトラクタ

油圧取り出し口との接続

	 （AYM8800 ユアツマンホールアタッチメント装着

時）

取扱い上の注意

	 マンホールキャップをボルトで固定したま

ま、油圧カプラをトラクタ外部油圧取り出し

口に接続しないでください。タンクが破損す

るおそれがあります。

	 ユアツマンホールの開閉は、油圧仕様になって

います。

（１）	ユアツマンホールは複動油圧を使用します。

カプラは１／２オスが取り付いています。

（２）	トラクタの油圧取り出し口に間違わないようカ

プラを接続してください。

４.	電装品の取り付け

（１）	灯火器コネクタの取り付け

	 トラクタの灯火信号取出コネクタと本機の灯

火器コネクタを接続してください。

	 本機は日農工標準規格に準じた配線および８

Ｐコネクタに加えＤＩＮ規格７Ｐコネクタを採

用しています。

	 トラクタ側の灯火器の動作と連動しない場合

は、「6-3 配線図」を参照し、正しく結線され

ているかを確認のうえ、販売店にご相談くだ

さい。

	 また、トラクタによっては電装品を接続すると、

リレーの容量が不足し、点灯しないことがあり

ます。

	 トラクタのリレーの容量不足で電装品が点灯

しない場合には、販売店にご相談ください。

取扱い上の注意

●	トラクタに電装品の結線をするとき、エンジ

ンキーをＯＦＦにしないで行うとショートす

る事があります。

	 エンジンキーをＯＦＦにして行ってください。
●	作業機側コードは、作業機の動きに順応でき

る余裕を持たせ、また、他に引掛からないよ

うにたるみをとり固定してください。
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５.	移動形態

公道走行するときは、必ず移動形態にしてください。

（１）	セーフティチェーンをトラクタに連結してください。

	 連結方法の詳細は、「1-3-4 セーフティチェーンの取り付けとトラクタとの連結」を参照してください。

（２）	スタンドが格納されていることを確認してください。

	 スタンド格納方法の詳細は、「1-4-1 ドローバへの連結」を参照してください。

（３）	積載物の状態や移動時間に応じ、ポンプの吸排コックを中立位置にしてください。

	 吸排コック操作方法の詳細は、「3-3-1 吸入作業」を参照してください。

（４）	ハッチが閉じ、フックボルトで押さえられていることを確認してください。

（５）	バルブが閉じていることを確認してください。

（６）	マンホールが閉じていることを確認してください。

（７）	灯火器のコードが接続されていることを確認してください。

（８）	ブレーキ用カプラが接続されていることを確認してください。

（９）	ステリング用カプラが接続されていることを確認し、後輪タイヤを直進状態にしてください

	 操作方法の詳細は、「3-4 ステアリング装置の操作」を参照してください。（TVC13042DXのみ）

（１）

（３）

（７）

（４）（５）

（２）

（６）

（９）

（８）
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５　パワージョイントの装着

 危 険

●	カバーのないパワージョイントを使用する

と、巻き込まれてケガをする事があります。

	 カバーのないパワージョイントは、使用しな

いでください。
●	カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損傷したらすぐに取り替えてください。

	 使用前には、損傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、第三

者の不注意により、不意にパワージョイント

が回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

行ってください。
●	カバーのチェーンを取り付けないで使用する

と､カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな

い所に連結してください。

 注 意

●	最伸時の重なりが１００㎜を下回ると、ジョ

イントを回転させたとき、破損しケガをする

事があります。

	 最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、

ジョイントの突き上げが起きる事があり、ジョ

イントの破損をまねき、ケガをする事があり

ます。

	 適正な重なり量で使用してください。

１.	長さの確認方法

（１）	作業機をけん引しながら前進し、トラクタと作

業機がほぼ一直線になった状態で停止してく

ださい。

（２）	パワージョイント単体で、最縮長時の安全カ

バー（アウタ）端部位置を安全カバー（インナ）

にマーキングしてください。

（３）	パワージョイント（アウタ）から、パワージョ

イント（インナ）を引き抜いてください。

（４）	ピン付ヨークのクランプピンを押して、パワー

ジョイントのインナとアウタをＰＴＯ軸、ＰＩ

Ｃ軸に連結し、クランプピンが元の位置に出

るまで押し込んでください。

（５）	安全カバー同士を重ね合わせたとき、パイプ

（アウタ）とパイプ（インナ）の重なり量が

１００㎜以下の場合は、販売店に連絡し、長

いパワージョイントと交換してください。

（６）	ＰＴＯ軸およびＰＩＣ軸からパワージョイント

のアウタとインナを取り外してください。

（７）	作業機をけん引しながら旋回し、作業機ドロー

バ側面とトラクタのタイヤの間隔が約５㎝程度

になったとき、停止してください。

（８）	ピン付ヨークのクランプピンを押して、パワー

ジョイントのインナとアウタをＰＴＯ軸、ＰＩ

Ｃ軸に連結し、クランプピンが元の位置に出

るまで押し込んでください。

（９）	安全カバー同士を重ね合わせたとき、安全カ

バー（アウタ）端部位置とマーキング位置の間

隔が２５㎜以下の場合は、２５㎜間隔を保つよ

うに切断方法の手順に基づき切断してください。

取扱い上の注意

	 パワージョイントを上下に重ね合わせたと

き、トラクタのタイヤに接触し、ほぼ直線状

にならない場合は、ドローバ側面とトラクタ

のタイヤの間隔が広くなるようにトラクタを

移動してください。

２.	切断方法
（１）	安全カバーのアウタ・

インナ両方を長い分

だけ切ります。

（２）	切り取った同じ長さ

をパイプの先端から

計ります。
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（３）	パイプのアウタとイ

ンナ両方を金ノコま

たはカッターで切断

します。

	 切断するときは、パ

イプの中にウエスを

詰め、パイプ内面に

切り粉が付着するの

を防いでください。

（４）	切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げてから

パイプをよく清掃し、次にグリースを塗布して、

アウタとインナを組み合わせます。

３.	安全カバーの脱着方法

（１)	安全カバーの分解手順

①	固定ネジを取り外

してください。

②	安全カバーを取り

外し位置へ回して

ください。

③	安全カバーを引き

抜いてください。

④	スライドリングを

取り外してくださ

い。

（２)	安全カバーの組立手順

①	ヨークのスライド

リング溝とパイプ

（インナ）にグリー

スを塗ってくださ

い。

②	スライドリングの

つばをパイプ側に

向け、切り口を開

いて溝にはめてく

ださい。

③	その上に安全カ

バーをはめてくだ

さい。

④	カバーをしっかり

とまるまでまわし

てください。

⑤	固定ネジを締め付けてださい。

４.	パワージョイントの連結

（１）	ピン付ヨークのクランプピンを押して、ワイド

アングル側をトラクタＰＴＯ軸に、他方をＰＩ

Ｃ軸に連結し、クランプピンが元の位置に出

るまで押し込んでください。

 注 意

●	パワージョイントを接続したとき、クランプ

ピンが軸の溝に納まっていないと、使用中に

外れ、ケガをする事があります。

	 溝に納まっているか、接続部を押し引きして

確かめてください。

（２）	安全カバーのチェーンを固定した所に取り付

け、カバーの回転を防いでください。

	 チェーンは旋回時の動きに順応できる余裕を

持たせ、また他へひっかかりなどがないように

余分なたるみを取ってください。
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２　運転を始める前の点検

機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。

１  運転前の点検

１.	トラクタ各部の点検

	 トラクタの取扱説明書に基づき点検を行ってく

ださい。

２.	連結部の点検

（１）	ヒッチ部の点検

	 トラクタのけん引ヒッチと作業機のヒッチはト

ラクタ付属のヒッチピンで連結され、リンチピ

ン等で抜け止めされているか。

	 不具合が見つかったときは「1-4 トラクタへの

装着」に基づき不具合を解消してください。

（２）	油圧接続の点検

	 油圧カプラがきちんとトラクタ側カプラに接合

されているか。

（３）	電装コネクタの点検

 警 告

●	電気配線に断線や被覆の破れがある場合、漏電

やショートによる火災事故の原因となります。

①	トラクタの電装コネクタと確実に接続され

ているか。

②	電装コードに余分なたるみはないか、また、

適度な余裕があるか。

③	電装コードに被覆の破れや、挟み込みによ

る断線がないか。

④	灯火器がトラクタのブレーキ、尾灯、後退

灯、ウィンカーと連動して点灯するか。

３.	パワージョイントの点検

	 ジョイントの抜け止めのクランプピンが、ＰＴ

Ｏ軸、ＰＩＣ軸それぞれの溝に納まっているか。

	 不具合が見つかったときは、「1-5 パワージョイ

ントの装着」の説明に基づき不具合を解消して

ください。

４.	製品本体の点検

（１）	ポンプのベーン用およびギヤ用オイルが十分

入っているか確認します。

（２）	吸入自動停止装置のボールがスムーズに作動

する状態にあるか確認します。

（３）	安全弁のチェックリングを引いて、スムーズに

作動することを確認します。

（４）	オープンハッチ、マンホール等が完全に閉じ

られていることを確認します。

（５）	各部のボルト・ナットのゆるみを確認します。

安全上特に重要な部分のボルト・ナットにつ

いては、「2-1-5 重要点検箇所」に基づき、ゆ

るみがないか点検してください。

（６）	サイホンバルブ下部のコックが締まっている

か。（○締→レバー横向）

（７）	タイヤの亀裂、損傷はないか。

	 また、タイヤの溝深さは適正か。異常摩耗は

ないか。不具合が見つかったときは部品を交

換してください。

（８）	タイヤの空気圧は適正か。

 警 告

●	適正空気圧を厳守してください。

	 特に空気の入れ過ぎには十分注意してくださ

い。

	 　守らないと、タイヤが破裂し、死亡または

重傷を負う危険性があります。

	 不具合が見つかったときは表に基づき適正空

気圧にしてください。

型式
TVC11042

TVC13042DX
タイヤサイズ 550 ／ 60-22.5-12PR

空気圧
225kPa

(2.3kgf ／ cm2)

（９）	消耗部品に異常はないか。

	 「5-4 主要消耗品一覧表」に記載の部品につい

て異常がないか点検してください。

	 必要に応じて部品交換してください。

（10）	損傷部品はないか。

	 損傷部品が見つかったときは、補修もしくは

部品を交換してください。

（11）	各部の給油は十分か。

	 不具合が見つかったときは「2-3 給油箇所一

覧表」の説明に基づき給油してください。
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５.	重要点検箇所

 警 告

●	重要点検箇所は、毎日の始業前に必ずボルト・ナットのゆるみの点検を行い、ゆるみのあった箇所は表

に基づき増し締めを行ってください。

	 　守らないと、機械に巻き込まれる等の思わぬ事故により、死亡または重傷を負う危険性があります。

１ヶ所

３ヶ所

部位 重要点検箇所 ねじサイズ
工具２面幅

[mm]
締結数

[ 箇所 ]
締付けトルク

[N・m] 備考

A
ヒッチカン M36 55 1 750 ※１参照

ヒッチ取り付け部 M20 30 3 360 ～ 440 増し締め

B ドローバとタンクの連結部 M20 30 8 360 ～ 440 増し締め

C ホイールナット M20× 1.5 27 32 400 ～ 450 増し締め、タイヤレンチ使用

D ①
車軸とタンクの連結部

M20 30 8 360 ～ 440 増し締め TVC11042
Ｄ② M20 30 12 360 ～ 440 増し締め TVC13042DX

※１	バネザガネが密着していること、スプリングピンが挿入されていることを確認してください。
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２　エンジン始動での点検

１.	油圧系統の点検

	 トラクタのエンジンを始動させ、油圧を操作し、

後部ハッチに取り付けのバルブ開閉がスムーズ

であれば異常ありません。

	 （サンプノズルをはずして確認します。）

（１）	ブレーキに異常はないか。ブレーキ用のカプ

ラを接続し、トラクタのブレーキペダルを踏み、

ブレーキ用シリンダが動作するか確認してく

ださい。

（２）	ステアリング装置に異常はないか。（TVC13042DX）

ステアリング用のカプラを接続し、トラクタ油

圧レバーを操作して、ステアリング用シリンダ

が動作するか確認してください。

	 油圧系統に異常が見つかったときは、「6-2 不

調処置一覧表」に基づき処置してください。

	 トラクタ油圧系統などに異常があるときは、ト

ラクタ販売店にご相談ください。
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３　給油箇所一覧表

○	給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。

○	グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。

5 109

6

1

2

8 8

7
4

6

スタンドポンプ(ベーン、ギヤ)

ステアリング装置 ブレーキ車軸メタル・ハブ ヒッチカン

パワージョイント

サスペンション

3

No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 期 量 備　考

1 ポンプ（ベーン） 1 ディーゼルエンジン

オイル 10 Ｗ -30 使用ごと 適量 補充

2 ポンプ（ギヤ） 1 ※ 1 ギヤオイルＶＧ 220
新規購入後

50 時間以降

200 時間

250 ㏄ 交換

3 パワージョイント - ※ 2  集中給油 
グリース 4 種 ;2 号

使用ごと 適量
給脂

（グリースニップル）

4 スタンド 2 〃 〃 〃 〃

5 車軸メタル（TVC11042） 2 〃 〃 〃 〃

6 ステアリング装置（TVC13042DX） 6 〃 作業シーズンごと 〃 〃

7 サスペンション（TVC13042DX） 2 〃 〃 〃 〃

8 ブレーキ 4 〃 〃 〃 〃

9 ハブ（ブレーキ無） 2 〃
2,000km 走行ごと

または 3 年ごと
〃 〃

10 ヒッチカン 1 〃 使用ごと 〃 〃

※１	コスモ石油「コスモギヤ―　ＧＬ-5　80Ｗ -90」または相当品をお使いください。
　	 車両用ギヤオイル　ＳＡＥ　90　ＡＰＩ　ＧＬ-5　使用可。
※２	ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー　エポネックスＳＲ　Ｎｏ.２」または相当品をお使いください。
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３　作業の仕方

安全を確認して慎重に作業してください。

１　本製品の使用目的

１.	本製品は、水、家畜の糞尿を汲み上げ、散布す

る機械です。

２.	法的規制のある薬物、危険物の運搬、散布等に

は使用しないでください。

２　最大積載量

型式 最大積載量 最大積載容量

TVC11042 11,000kg 11,000L
TVC13042DX 13,000kg 13,000L

 注 意

●	過積載をすると、旋回時に作業機が転倒する

おそれがあります。また、トラクタの操縦が

不安定となり、思わぬ事故を招くことになり

ます。

	 指定された積載量以上の積載はしないでくだ

さい。

３　作業要領

 注 意

●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。
●	作業をするとき、周囲に人を近づけると、機

械に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま

ねく事があります。

	 低速で作業してください。

	 下り作業をするとき、坂の途中で変速すると、

暴走する原因となります。

	 坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて

ください。
●	突起物を折りたたまずに移動走行すると、障

害物などにぶつかりケガをする事があります。

	 折りたたんで、移動させてください。

１.	吸入作業

	 本作業機には吸入バルブの取り付け位置がタン

ク左右と後部ハッチの３ヶ所にあります。便槽

の位置、通路等の立地条件に合わせ、バルブを

付け替えて使用してください。（工場出荷時は

後部ハッチに取り付いています）

（１）	サクションホースを便槽に入れます。

	 深い便槽では全部落ち込んでしまうことがあ

ります。角材等を利用しホースと結ぶ等、落

ち込み防止を工夫しましょう。

	 ホーススタンド使用時には、ホースとスタンド

をロープ等で結びつけ、スタンドが動かない

ように固定してください。

（２）	本作業機にはサクションホースのワンタッチ

装着装置が標準装備となっています。サクショ

ンホースのアダプタ部をホースウケに乗せ、

ハンドルを倒す（横向きにする）とカップリン

グと接続されます。（取りはずしは逆手順とな

ります）

（３）	ポンプの吸排コックを○吸の位置にしてトラクタ

のエンジンを始動させます。

	 ＰＴＯを低速回転（２００～３００rpm）で入れ、

ポンプを始動させてください。

 ☆	汲み上げるものの状態（粘度、水分等）によ

り回転数、真空度を変え効率の良い作業を行っ

てください。

①	泡立がない水・尿

	 ＰＴＯ回転数	 450～ 500rpm

	 真空圧力	 ‐0.05～‐0.07 ＭＰａ

	 	 （40～ 50cmHg）

②	泡立の多い尿・糞尿

	 ＰＴＯ回転数	 300～ 400rpm

	 真空圧力	 ‐0.04～‐0.05 ＭＰａ

	 	 （30～ 40cmHg）

③	メタンガスが発生している糞尿

	 ＰＴＯ回転数	 200～ 300rpm

	 真空圧力	 ‐0.03～‐0.04 ＭＰａ

	 	 （20～ 30cmHg）
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取扱い上の注意

	 泡立ちが多かったり、メタンガスが発生して

いる尿・糞尿を汲み上げるとき、ホースが長

いと吸入抵抗が増加します。

	 必要な長さを決めて、余分な部分は切断して

ください。

（４）	連成計が所定の真空圧になったら、バルブを

開き（レバーを上げる）吸入を始めてください。

（５）	タンク前面の液面ゲージが満タンを示したら、

バルブを閉じ吸排コックを○吸○排の中間にしてＰ

ＴＯを停止します。

取扱い上の注意

	 タンク内にメタン発生中の糞尿を入れたまま

で、２０～３０分以上放置する場合および、

散布場所への移動中は、タンク内に圧力が掛

からないように、ポンプの吸排コックを中間

位置（吸と排との間）にして、タンク内に外

気が出入りできる状態にしてください。

２.	排出作業

（１）	ポンプの吸排コックを○排の位置にして、トラク

タのエンジンを始動させます。

	 ＰＴＯを低速回転（２００～３００rpm）で入れ、

ポンプを始動させてください。

（２）	連成計が常用吐出圧力｛０．０７Mpa（０．７kgf／

cm2）｝になったら、走行と同時にトラクタの油圧

レバーを操作し、バルブを開き散布してください。

（３）	散布量は吐出圧力とトラクタの速度により異な

ります。ほ場の状態等に合わせ適時選択して

ください。

３.	油圧マンホールでの作業

（１）	注入作業

取扱い上の注意

	 マンホールキャップをボルトで固定したま

ま、油圧カプラをトラクタ外部油圧取り出し

口に接続しないでください。

	 タンクが破損することがあります。

	 お手持ちのスラリーポンプを使用してタンクに

注入する場合は、タンク後部のマンホールを

使用します。

	 マンホールを開けるときは、タンク内の圧力が

0（ゼロ）になっている事を確認してから行っ

てください。

（２）	排出作業

	 タンクを加圧したときに、マンホールキャップ

から糞尿が漏れる場合には、ユアツマンホー

ルの“閉”操作を再度行って保持圧力を上げ

てから排出作業をしてください。

４　ステアリング装置の操作

本作業機のステアリング装置(TVC13042DX)は、ト

ラクタの旋回に合わせ、四輪タンデム車軸の後輪タ

イヤが追従します。

１.	ステアリング装置の使用方法

	 ステアリング装置は、油圧シリンダを操作して、

後輪タイヤが追従する状態と固定される状態の

いずれかを選択します。

（１）	油圧シリンダ；縮

	 コーナリング等の路面抵抗により、後輪タイヤ

が追従します。

（２）	油圧シリンダ；伸

	 コーナリング等の路面抵抗に関わらず、後輪

タイヤは直進状態に固定されます。

２.	ステアリング装置使用時の注意

	 移動走行時・後進時は、後輪タイヤを直進状態

に固定して走行してください。
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５　移動走行

 警 告

●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

事があります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯを切ってください。
●	移動走行するとき、後輪タイヤが直進状態に

固定されていないと、路面の凹凸等で作業機

が左右に振られ横転などが起こり、思わぬ事

故をまねく事があります。

	 ステアリング装置の油圧シリンダを伸ばし、

後輪タイヤを直進状態にして低速走行してく

ださい。

１.	本作業機に水や糞尿を積載して移動するとき、ト

ラクタの操縦性は空車時とは大きく変化します。

	 水や糞尿の積載により、トラクタの前輪荷重割

合が減少し、ハンドルの切れ味が低下したり、

ブレーキをかけたときの制動距離が長くなるな

どの現象としてあらわれます。

	 移動走行するときは、ステアリング装置の油圧

シリンダを伸ばし、後輪タイヤを直進状態に固

定して低速走行し、ブレーキ操作は早めに行っ

てください。

２.	後退時は、ステアリング装置(TVC13042DX)の

油圧シリンダを伸ばし、後輪タイヤを直進状態

に固定して走行してください。

	 公道走行するときは、「1-4-5 移動形態」に従っ

てください。
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４　作業が終わったら

長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。

 警 告

●	タンク内に入るときは、必ず十分に換気をし

てください。

	 　守らないと、酸欠により死亡または重傷を

負う危険性があります。

 注 意

●	動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

１　作業後の手入れ

１.	使用後は、タンク内および自動吸入停止装置を

水洗いしてください。

２.	吸入ホースは、糞尿槽から引き上げ、タンクの

ホース掛けに収納してください。

３.	バルブ内の水、糞尿をすべて排出させ、バルブ

を開にして格納してください。

４.	冬期間、バルブおよびポンプを凍結させないよ

うに注意してください。

５.	ボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落がないか。

	 また、破損部品がないか。

	 異常があれば、ボルトの増し締め、部品の交換

をしてください。

６.	「5-1 点検整備一覧表」、「5-4 主要消耗品一覧

表」に記載の項目について点検してください。

７.	各部の給油箇所は「2-3 給油箇所一覧表」に基

づき給油してください。

８.	ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、ジョイントスプライン部

など塗装されていない露出部は、さびを防ぐた

めグリースを塗布してください。

２　トラクタからの切り離し

 警 告

●	作業機を切り離すためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。トラクタ

と作業機の間に人を近づけないでください。
●	作業機をトラクタから切り離すときは、必ず

平坦な場所で行い、スタンドを接地させ、輪

止めを使用してください。

	 　守らないと、作業機が不意に動き出し、挟

まれて死亡または重傷を負う危険性がありま

す。
●	作業機をトラクタから切り離すとき、傾斜地

や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラク

タが不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事

があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。

１.	トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキをか

けてください。

２.	作業機の車輪に輪止めをしてください。

３.	ＰＴＯ軸からパワージョイントを外してくださ

い。

４.	トラクタの油圧レバーを操作し、油圧回路内の

圧力を無くして外部油圧取り出し口からカプラ

を取り外してください。

５.	トラクタのトレーラブレーキ取出口からブレー

キ用のカプラを取り外してください。

６.	電装品の作業機側コネクタをトラクタ側コネク

タから外してください。

７.	セーフティチェーンをトラクタ側から外し、ド

ローバのチェーン掛けに収納してください。
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ドローバ

チェーン掛け

８.	作業機のスタンドを立て、ヒッチカンがトラク

タのドローバから浮き上がるまで、スタンドハ

ンドルを回してください。

９.	ヒッチピンの抜け止めやピンを外し、ヒッチピ

ンを抜いてください。

10.	トラクタのエンジンを始動し、静かに前進させ、

ドローバからヒッチカンを外してください。

11.	取り外したヒッチピンは、抜け止めピンととも

に、保管してください。

３　長期格納するとき

１.	機体各部の清掃をしてください。

２.	「5-1 点検整備一覧表」、「5-4 主要消耗品一覧

表」に記載の項目について点検してください。

また、摩耗した部品、破損した部品は、交換し

てください。

３.	「2-3 給油箇所一覧表」に基づき、油脂を補給

してください。

	 また、回転、回動支点およびパワージョイント

のクランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴ

Ｏ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライ

ン部にはグリースを塗布してください。

４.	塗装損傷部を補修塗装、または油を塗布し、さ

びの発生を防いでください。

５.	格納は風通しのよい屋内に保管してください。

６.	ポンプの内部は、外気との温度差により、結露

を生じやすく、長期間放置しておくとさびを助

長し、ポンプの破損原因となります。

	 長期間使用しない場合は、定期的（２週間ごと）

にポンプを空運転して、オイルを循環させさび

を防止してください。
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５　点検と整備について

調子良く作業するために、定期的に行いましょう。

機械の整備不良による事故などを未然に防ぐために、「5-1 点検整備一覧表」、「5-4 主要消耗品一覧表」に基

づき、各部の点検・整備を行い、機械を最良の状態で、安心して作業が行えるようにしてください。

 警 告

●	タンク内に入るときは、必ず十分に換気をしてください。

	 　守らないと、酸欠により死亡または重傷を負う危険性があります。
●	タンク上部の点検、整備時はヘルメットを着用し、タンクに設置しているハシゴ、もしくは脚立を使用

して、タンクに直接乗らないでください。

	 　守らないと、転落し、死亡または重傷を負う危険性があります。

 注 意

●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こ

す事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、第三者の不注意により不意に作業機が駆動され、思わぬ

事故を起こす事があるます。ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動部がとまっている事を確か

めて行ってください。
●	油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷があると、飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降下で、

ケガをする事があります。

	 補修もしくは部品交換してください。

	 継手やホースを外すときは、油圧回路内の圧力を無くしてから行ってください。
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１　点検整備一覧表

時　　　　間 チェック項目 処　　　　　　　置

新品使用１時間 全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め

使用後

45 ～ 50 時間
ポンプギヤ用 オイル交換（以降は 200 時間ごと交換）

使 用 ご と
（始業終業点検）

機械の清掃

ポンプのベーン用オイル 補充

部品脱落・破損部 補充、交換

各部のボルト・ナットのゆるみ 「2-1-4 製品本体の点検」に基づき増し締め

各部油もれ シールチェック、破損時交換

各部の油脂類 「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂

タイヤの空気圧 「2-1 運転前の点検」に基づきチェック

ホイールナットのゆるみ 	 〃

タイヤの亀裂・損傷・異常摩耗 交換

リヤランプ、ポジションライト 動作確認

シーズン終了後

ポンプ ２週間ごとにポンプを回転させ、オイルを循環させる

各部の損傷、摩耗 早めの部品交換

機械の清掃

各部の給油、給脂 「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂

塗装損傷部 塗装または油塗布

タイヤの溝深さ 溝が浅ければ交換

リヤランプ、ポジションライト 動作確認

2,000km 走行ごと

ハブのガタつき キャッスルナットの増し締め、またはベアリングの
部品交換

ハブのグリーズ量 グリース交換・補充
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２　各部の調整

 注 意

●	機械の調整や、付着物の除去などを行うとき、

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってください。

取扱い上の注意

	 安全弁のセット圧力を調整するとタンク内の

圧力が上昇しすぎ、機体を破損させることが

あります。

	 調整しないでください。

１.	オープンハッチ

（１）	ハッチはタンク後部に備え付いているレバー

でフックボルトを外して開きます。

 警 告

●	タンクが加圧されているとき、ハッチを開け

ると急に開き、ケガをする事があります。加

圧されているときは、開けないでください。

	「吸入・排出」時以外は、ポンプのコックを

○吸・○排の中間の位置にしてください。
●	タンクが加圧されているとき、ポンプのコッ

クを操作するとタンク上部の安全装置が働

き、連成計が“0”を表示していてもタンク

内に圧力が残り、ハッチを開けると急に開き

ケガをする事があります。

	 吸入または排出バルブを開け、タンク内の圧

力を取り除いてから、ハッチを開けてください。

取扱い上の注意

●	ハッチを勢いよく開けると、ハッチがタンク

から張り出した部材等と強く接触し破損させ

ることがあります。

	 ハッチを勢いよく開けないでください。

（２）	ハッチを閉じるときは、取っ手を持ち上げ、取っ

手の下のフックボルトから締め始め、左右上

下が均等になるようにフックボルトを締めてく

ださい。また、各フックボルトが均等に締まる

ようにフックボルトの長さを調整して締めてく

ださい。

２.	連成計

	 タンク内の圧力を表示します。

	 外側の数字は従来の単位です。

	 内側の数値は国際単位（ＳＩ）です。

	 黒目盛	���常用吐出圧力（排出）は、0.07Mpa

（0.7kgf ／ cm2）です。

	 赤目盛	���常用真空度（吸入）は、‐0.07MPa

（‐0.7kgf ／ cm2）です。

３.	吸入自動停止装置

	 吸入自動停止装置は、上部マンホール部と、サ

イホンバルブの２ヶ所に装備されています。

	 タンクが満タンになると、ボールが押し上げら

れ、吸入が自動的にストップします。

	 万一、糞尿が流入した場合、サイホンバルブが

働き、ポンプ内への流入を防止します。

	 サイホンバルブ内に液がたまったらコックを開

き排出してください。
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４.	ポンプ

	 ベーン用オイルの滴下量は、１分間に３０～

４０滴が理想です。

	 ポンプのドロップオイラ頭部のつまみを回し、

調整してください。

取扱い上の注意

	 ポンプの連続運転時間は最大６～８分程度で

す。

	 この時間を越えて作業すると、ポンプが破損

することがあります。

	 特に、次のような使用のときは作業の所要時

間が長くなり、ポンプ本体の表面温度が上昇

します。

	 ８０℃以上にならないよう休止期間も入れ、

注意してから運転してください。

○イ	標準（７m）より長いホースで吸入するとき

○ロ	標準より細いホースで吸入するとき

○ハ	細いホースを使用して排出するとき

○ニ	糞尿の粘度が高いとき

５.	タンク傾斜

	 出荷状態では、TVC11042はＡの向き、TVC13042DX

はＢの向きにセットされています。出荷状態より

もタンクを傾斜させたい場合は、ヒッチの向き、

取り付け位置をかえて調整してください。

	 （締付トルク：360～ 440N・ｍ）

６.	輪止め

 警 告

●	駐・停車は必ず平坦な場所で行い、輪止めを

使用してください。

	 　守らないと、作業機が不意に動き出し、挟ま

れて死亡または重傷を負う危険性があります。

（１）	輪止めはタンクの両サイドに装備されていま

す。

（２）	平坦な地面においても、若干の傾斜が見受け

られる場合は、図の要領でタイヤに輪止めを

使用し、作業機が動かないことを確認してく

ださい。

（３）	使用後は元の位置に収納してください。
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３　サクションホースの交換

サクションホースを交換する際、ホース両端にアダプタ吸入パイプＣＰが入りにくいことがあります。

その場合は、ヒーター等であたためて柔らかくしてから挿入してください。

４　主要消耗品一覧表

区 分 No 部 品 番 号 部 品 名 称 個数 備 　考

タイヤ 1 1436220000 タイヤ；５５０／６０－２２.５　１２ＰＲ 4
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６　不調時の対応

１　吸入時の不調

通常、常用真空圧になるには 1分間前後の時間が

かかります。

吸入状態でＰＴＯ回転後数秒で常用真空圧に達す

るとき、

（１）	タンク内の自動吸入停止装置が働いています。

（ボールが吸付いている）

	 タンク内に圧力が残っています。

（２）	一度ポンプの吸排コックを○排にし、数秒間ＰＴ

Ｏを回転させると吸い付いているボールがは

なれます。

（３）	ＰＴＯを停止させ、ポンプの吸排コックをゆっ

くり○吸○排の中間位置にし、タンク内の圧力を排

出します。

（４）	圧力が排出され連成計の圧力ゲージが「０」

を指したら、吸排コックを○吸にし、「3-3-1 吸

入作業」の手順に基づき作業してください。

上記以外の不具合が発生したら、「6-2 不調処置一

覧表」に基づき処置してください。

２　不調処置一覧表

 警 告

●	配線に損傷があると、発煙・発火につながる

おそれがあります。

	 損傷がある場合には作業を中止し、部品交換

を行ってください。

 注 意

●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷がある

と、飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急

な降下で、ケガをする事があります。

	 補修もしくは部品交換してください。

	 継手やホースを外すときは、油圧回路内の圧

力を無くしてから行ってください。
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症　　　状 原　　　　　　　　因 処　　　　　　　　　置

サクションホース

のアダプタとカッ

プリング部からエ

アーを吸う

押え付け不足 フォークエンドで調整する

接合面が汚れている Ｏリング、カップリングを掃除する

ポンプ異常発熱

オイル量が不足 適正量までオイルを注入する

サイドキャップとベーンのスキマ

不足

ポンプとサイドキャップの間に 0.1～ 0.3mm のシムを

入れる

ベアリング、ギヤ、シャフト損傷 部品を交換する

標準以外のホース（径、長さ）で

長時間作業したとき
休止させる

ドロップオイラの調整が悪い 「5-2-4 ポンプ」に基づきオイルの落下量を再調整する

タンク満タンに汲

めない

サクションホースとアダプタ継目から

のエアー吸い込み
クランプの増し締め（シール剤注入）

発酵過程でメタンガスが発生している
ＰＴＯ回転数を下げる（200 ～ 300rpm）

真空圧力を下げる（－ 0.03 ～－ 0.04Mpa）

オープンハッチ、

マンホールからエ

アー漏れ

フック締め付け不足
フックをはずしフックボルトの長さ調整し、再度締め

直す

パッキン破損 パッキン交換

連成計の圧力ゲー

ジが「0」にもどら

ない

ポンプの吸排レバーが○吸か○排にセット

されている
ポンプの吸排コックを○吸○排の中間位置にする

連成計故障 部品交換する

安全弁が作動不良
安全弁のチェックリングを引いて作動確認する、また

は部品交換する

吸入時、数秒で常

用真空圧になる

タンク内の自動安全装置が働いている

（ボールが吸い付いている）

吸排コックを○排にし、ＰＴＯを数秒回転させる

（吐出圧）ＰＴＯを停止させ、吸排コックをゆっくり○吸

○排の中間位置にしタンク内の圧力を排出する

ベーン用オイルが

出ない

オイルが不足 適正量までオイルを注入する

ホース継手、ドロップオイラが詰まっ

ている
清掃する

ホースがやぶれている ホースを交換する

ホースのベーン用オイルタンク内の

ホースがホース継手からはずれている
ホースを付ける

機体がふらつく

左右のタイヤ空気圧がアンバランス 「2-1-4 製品本体の点検」に基づき適正空気圧にする

ホイールナットがゆるんでいる 「2-1-4 製品本体の点検」に基づき増し締めする

ハブのベアリングの摩耗
キャッスルナットの増し締めまたはベアリングの部品

交換

ステアリング装置

が操作できない

ブレーキがきかな

い

カプラが外れている カプラを接続し直す

油圧継手からの油もれ シールテープを巻き、再取付

油圧ホースからの油もれ 部品交換

リヤランプ・ポジ

ションライトが点

灯しない、もしく

はトラクタ側の動

作と連動しない

コードの接続不良または断線

ランプの破損
補修または部品交換

バッテリ劣化による電圧の低下 バッテリ電圧（１２V）の確認、充電、交換

本機およびトラックの配線間違い 配線の確認

原因や処置の仕方がわからない場合は下記事項とともに購入先にご相談ください。

１.	製品名

２.	部品供給型式（型式）

３.	製造番号

４.	故障内容（できるだけ詳しく）
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３　配 線 図

※ＤＩＮ規格

※日農工標準規格

白赤緑 黄 茶黒

3 4 6 1 7 5

VC
TF

0.
75

-6
芯

423561

黒 茶黄緑 赤 白

トラクタ

作業機

１；緑／ウィンカー（左）

２：茶／バック

３；黒／アース

４；白／ウィンカー（右）

５；黄／テール

６：赤／ブレーキ

１

６

２

５

７

４

３

１；黒／アース

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

8

1
2 3

4

5

67

2 1 12

731 4 65

トラクタ

白 黄赤黒 緑 茶

ポジション；左 ポジション；右

VC
TF

0.
75

-6
芯

VCTF0.75-2芯VCTF0.75-2芯

黒
白

黒
白

2
11

2

(テール)

１：赤 ２：黒

(アース)

※日農工標準規格

ポジションライト；２ＰＧポジションライト；２ＰＧ

160368*000

(テール)

１：赤 ２：黒

(アース)

１；黒／アース

２；あき

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

８；あき

5

6 7

8

14
3 2

黒

リヤ；左 リヤ；右

赤
緑
白
黄

黒
赤
緑
白
黄

VCTF0.75-5芯VCTF0.75-5芯
VC

TF
0.

75
-6
芯

6
5
4
3
1

6
5
4
3
1

リヤランプ
162776*000 162776*000

リヤランプ

（ウィンカー）

（テール）

（バック）

（アース）
（ブレーキ）

１：白 ３：赤

４：黄

５：茶

６：黒

２：あき

123

4 5 6 654

3 2 1

２：あき

６：黒

５：茶

４：黄

３：赤１：白

（ブレーキ）（アース）

（バック）

（テール）

（ウィンカー）

ヘンカンハーネス

160403*000

ハーネス；トウカキＴＶＣ２
164782*000

160368*000

※電装品は、別紙部品表の部品番号で注文願います。
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［付属］灯火器ハーネスの接続について（トラクタ側のコネクタ種類別）

トラクタ側の灯火器コネクタが日農工規格（８Ｐ）ではない場合、コネクタの種類に応じ、オプション部品の

使用や、配線の差し替えが必要です。下記の必要な対応に従って、灯火器ハーネスを接続してください。

後退灯出力配線のないトラクタの場合は、トラクタ販売店にご相談ください。

１.	トラクタ側コネクタの種類と必要な対応

トラクタ側コネクタの種類 必要な対応

① 日農工規格（８Ｐ） 標準装備のハーネスで接続可能です。

② ＤＩＮ規格７Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」が必要です。

③ ８Ｐ（①以外） 配線一覧表に基づき、作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

④ ６Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」と、オプションの「チュ
ウカンハーネスＣＰ；コウドウ」が必要です。また、配線一覧表に基づき、
作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

２.	オプション部品一覧（コネクタのピン配置は接続面方向から見た図です）

（１）	160403*000　ヘンカンハーネス

日農工規格（８Ｐ）メスＤＩＮ規格７Ｐ７／５８Ｌ

６／５４

５／５８Ｒ
４／Ｒ

３／３１

２／５４ｇ

１／Ｌ

1 8

72

3 6

54

（２）	163037*000　チュウカンハーネスＣＰ；コウドウ

８Pオス

６Pメス

６Pオス

ＤＩＮ規格７Ｐ ７／５８Ｌ

12
3

4 5 6

コ
ウ
ド
ウ

バ
ッ
ク

1
3

2

4
65

1
23

4

5
6

8
7

ギボシ；メス

１／Ｌ

２／５４ｇ

３／３１

４／Ｒ
５／５８Ｒ

６／５４

※各種ハーネスは、別紙部品表の部品番号で注文願います。
【 配線一覧表 】

ヘンカンハーネス、チュウカンハーネス CP；コウドウ　　

コ
ネ
ク
タ

８Ｐ
６Ｐ
オス

６Ｐ
メス

ギボシ
メス

DIN 規格
７Ｐ

灯火器動作
配
線
色

ト
ラ
ク
タ

日農工規格
（出荷時）

ヰセキ クボタ 三菱
ヤンマー
（出荷時）

三菱
クボタ

（出荷時）
－ －

方向指示左 緑

端
子
番
号

３ ６ ４ ４ ４ ２ １ － １／Ｌ

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ５ ４ ３ － ６／５４

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ １ ３ ５ － ５／５８Ｒ

方向指示右 白 ５ １ ７ ７ ６ ５ ６ － ４／Ｒ

アース 黒 １ ８ ２ ２ ボディアース ボディアース ボディアース － ３／３１

バックランプ 茶 ７ ４ ６ ※ ※ ※ ※ １ ２／５４ｇ

※：トラクタ販売店にご確認ください。







調　整 Ｓ－２５１１１８Ｃ

千 歳 本 社 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
TEL 0123-26-1123
FAX 0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
TEL 0123-22-5131
FAX 0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 天塩郡豊富町字上サロベツ１１９１番地４４
TEL 0162-82-1932
FAX 0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 帯 広 市 西 ２ ２ 条 北 １ 丁 目 １ ２ 番 地 ４
TEL 0155-37-3080
FAX 0155-37-5187

中標津営業所 086-1152 標 津 郡 中 標 津 町 北 町 ２ 丁 目 １ ６ 番 ２
TEL 0153-72-2624
FAX 0153-73-2540

花 巻 営 業 所 028-3172 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第１１地割１２０番３
TEL 0198-46-1311
FAX 0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 宮城県仙台市若林区荒井５丁目２１－１
TEL 022-353-6039
FAX 022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 栃 木 県 小 山 市 梁 ２ ５ １ ２ － １
TEL 0285-49-1500
FAX 0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 愛 知 県 小 牧 市 横 内 字 立 野 ６ ７ ８ － １
TEL 0568-75-3561
FAX 0568-75-3563

岡 山 営 業 所 700-0973 岡山県岡山市北区下中野７０４－１０３
TEL 086-243-1147
FAX 086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 熊 本 県 熊 本 市 東 区 小 山 町 １ ６ ３ ９ － １
TEL 096-389-6650
FAX 096-389-6710

都 城 営 業 所 885-1202 宮崎県都城市高城町穂満坊１００３－２
TEL 0986-53-2222
FAX 0986-53-2233




